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Kawasakiの技！

2台のシールドマシンの後胴部は、剛結ではなくピン
接合。進行方向左側のマシンが直進し、右側のマシ
ンがスパイラルしながら左側のマシンの上側に向か
う。ピン接合であることで右側のマシンは3.9度揺動
するため、セグメントとの一定
のすき間を確保できる仕組み
だ。立坑から横2列でスタート
したマシンは、約1 3 7ｍを
使ってスパイラルし、縦2列へ
とポジションを変える。

スパイラルを可能にした「ピン接合」の揺動部

マシンの胴内に設けられた作業台では、セグ
メントの組立作業などを行う。スパイラル途
中でマシンが回転している間も足場が水平
を保てるよう、90度まで随時回転する。

立会川雨水放流管工事用シールドマシンに
は、6つの減速機付きカッター駆動用モータ
が設けられている。このモータでカッターを
1分間に0.82回転させる。

シールドジャッキ
シールド工法では掘り進むのと同時に、
後胴で「セグメント」と呼ばれるトンネ
ルの外壁となる構造物を組み立てて
いく。組み立てられたセグメントに力
をかけ、マシンを前へと押し出すのが
シールドジャッキだ。

旋回ベアリング
カッター駆動用モータの力をカッター
ヘッドに回転可能に伝達する。

前胴部前面には隔壁がある（密閉式）。泥水式シールド工
法では、地上プラントで調整された泥水をチャンバー部
に送り出し（送泥）、地山の土水圧に対抗させて地山を安
定化して掘削する。掘削された土砂は、マシン後方の台
車に搭載しているポンプによって吸い上げられて地上へ
と排出される（排泥）。

送泥管と排泥管

中折れジャッキ

マシンの前胴部を曲げること
でカーブしたトンネルを掘削
しやすくする。

カッター

排　泥

送　泥

掘削さ
れた土

砂

マシンが掘る場所の地質や固さに合わせ
て、面板の形や地山を削るカッターの形状
が設計される。カッターには超硬チップの刃
が埋め込まれており、まさに現場の地質や
固さ、圧力を物語るモニュメントだ。

■都市の制約に対応した難工事

地形・用途に
合わせて

完全フルオーダー
メイドなんです！

立会川の下に直径5mの放流管を2本作る立会川雨水放流管
整備事業の工事区間は、全長約778m。放流管は、立会川に
放流されてきた雨水を取り込んで周辺エリアの浸水被害を
防いだり、合流式下水道から流入する汚水による河川の水質
悪化を防ぐために設置される。発進立坑付近には運河の護岸
杭があり、その下をくぐり抜ける必要があるが、立会川の下を
掘進する際は約8mの川幅からはみ出さないことが求められ
た。多くの制約が伴う難工事であったが、スパイラル施工を
可能にする川崎重工のシールドマシンと清水建設の綿密な
施工管理により、2018年3月から始まった掘進は、2019年7

月に完了した。

今回のマシンでは、右側のマシンが斜め左上に掘進することで、2台の
マシン姿勢が徐々にねじれて横2列から縦2列へ変化する。マシンが
3.9度中折れし、かつ3次元的に動くため、特殊なピン接合の揺動部構
造が不可欠であった。横2列で立坑から発進したマシンは、約137mに
わたってスパイラル施工を行い、縦2列へと姿勢を変えてその後の約
600mを掘削した。

作業台
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最外周
先行カッター

マシンによって
カッターの形や
配置が
違います！

マシンは工事が終わると
作業台やモータなどの

内蔵部品を取り除き、胴体部は
トンネルの筐体として
埋め込まれます


